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施工のポイント

屏風建て工法で作業効率化
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設計コンセプト

　　味の素食品　　川崎工場スープ等新工場　完成
（７） （第３種郵便物認可）２０２１年　（令和３年）　１１月１７日　（水曜日）

見学者エントランス（夜） 「クノール　スープＤＥＬＩ」ウォール 見学者ホールＧ

　この工事は、お施主様念願の最新鋭の「新スープ工場」を建設するもので
す。施工に当たっては、工事途中で別途発注の生産設備工事が行われること
から、部分引き渡しをスムーズに行えるよう、工程管理がポイントの一つに
なりました。
　生産設備を担当する施工会社との調整を綿密に行うとともに、生産設備工
事着手後の状況を想定し、双方が作業を進めやすい工事計画を当社主体で立
案し、お施主様に提案しました。

　施工計画では、敷地がＬ字型で建物高さが南から北東へ低くなっているた
め、屏風建て工法を採用し、鉄骨工事を南側から進めました。これにより、
立体自動倉庫が設置される吹き抜け部などの仕上げを早めに行えるようにな
り、工事計画の期日通りに引き渡しすることができました。
　安全対策では、稼働中の工場内での工事であるため、「止めるな工場、続
けよう無災害」をスローガンに掲げ、配管ラックなど工場の既存インフラを
損傷させることのないよう、細心の注意を払いました。安全管理では、当社
職員から協力会社の職長、作業員に至るまで、「いつも見られている意識を
持って行動する」ことを徹底させました。こうした取り組みなどにより、約
万時間の無事故無災害を達成しました。
　すでに新スープ工場での生産が開始されたと伺っていますが、お客様に喜
んで頂ける建物をつくりあげることができ、大変うれしく思っています。

大林組東京本店　ＡＦＭ新スープ工場工事事務所所長　堀部護

■工　事　名　称：ＡＦＭ新スープ工場建設工事
■工　事　場　所：川崎市川崎区鈴木町１１（味の素川崎事業所内）
■建　築　主：味の素株式会社
■元　　　請：味の素エンジニアリング株式会社
■設　計　監　理：株式会社大林組一級建築士事務所
■施　　　工：株式会社大林組東京本店
■構造・階数：Ｓ造地上６階
■延　床　面　積：，㎡
■工　　　期：年月１日～年２月日

見学者ホールＣ

見学者エントランス

　月、味の素食品川崎工場スープ等新工場（川崎市川崎区）が
完成し、全包装ラインでの製造・包装一貫生産を開始した。本計
画で、味の素川崎事業所に新工場を建設し、老朽化が進んでいた
味の素食品（味の素グループ）の高津工場（川崎市高津区、
年開設）を川崎工場に移管した。

　新工場は情報の一元管理システムのほか、搬送機や物流設備に先端自
動化技術を導入。年度中に労働生産性を現行の約２倍に高める。ま
た、高断熱材、インバーター制御ターボ冷凍機、高効率モーターなど環
境負荷軽減に寄与する設備を設け、食品工場としては珍しいCASBEE川
崎Ａランクを取得した。

　月日からは、同施設での工場見学がスタートする。見学を通して
こだわりの素材原料や製造工程を知ってもらうのが目的で、見学の所要
時間は体験型ゲームや試食を含め約分のコースとなる。
　新工場の完成・全工程稼働開始を迎えて、味の素の田辺誠食品研究所
商品開発センター生産技術グループ長は「新工場完成が、当社の掲げる
コーポレートメッセージ〝Eat Well, Live Well.〟（おいしく食べて健
康づくり）の実現に向け、地域社会をはじめとする生活者の皆さまに愛
される工場となるべく、安定生産と供給を守り、生活者の『食』と『健
康』に貢献し続けます」と語った。

話を聞いた方々
（右から）入山　広阿貴氏（味の素エ
ンジニアリングソリューション事業本
部エンジニアリング事業部プロジェク
ト管理部マネージャー）、田辺　誠氏
（味の素食品事業本部食品研究所商品
開発センター生産技術グループ長）、
加藤　秀己氏（味の素川崎事業所・グ
ループニューワークプレイス創造班シ
ニアマネージャー）、寺田　宏氏（味
の素食品管理部総務・管理課専任課長）

　新スープ工場は「多品種生産と高い生産性を両立する粉体加
工食品工場」をコンセプトとして、生産拠点の集約とＩＣＴ、自
動化で世界トップレベルの生産を実現すべく計画されました。
　敷地は川崎工場のほぼ中央で、多層階で構成された都市型生
産工場です。多品種生産を行う様々な生産ラインを立体的に組
み上げるため、３Ｄモデルによる検証を随時行い、建築と生産
装置が一体となった６階建約３万㎡の工場を実現しています。
原料・中間品・製品と三つの自動ラック倉庫を備え、原料から
製品まで１ｗａｙで高効率な製造・搬送ラインを確立し、生産
装置と連動を図った建具の計画など、高い生産性を担保すべく
実施設計を行いました。また明確な衛生管理区域を設定し、気
密性や防虫性能の確保、及びその環境を支える建築設備など、
食品工場として必要な様々な要素を備えています。多摩川越し
に東京方面を見渡せる気持ちの良い事務・休憩スペースには、
ＡＢＷの概念によるインテリア計画や、輻射熱空調の採用によ
り働く環境としても快適性を追求しました。
　外観は商品の特徴である粉末が液体に溶けるイメージを、機
能を集約する「黒」と、まっさらな「白」が混ざり合うデザイ
ンとし、建物の個性を表現しています。また工場見学コースも
設けられており、原料から製品の完成まで体験的に理解が可能
な内容となっています。この工場で生産された素晴らしい食品
が多くの方に届くことを楽しみにしています。
　株式会社大林組

　設計本部建築設計第六部　担当部長　清水　英見


